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危

機

管

理

の
時

代

中阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
〕

「危
機
管
理
」
と
い
う
言
葉
が

一
般
に
良

く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

１０
年
前

の
阪
神

。
淡
路
大
震
災

（平
成
７
年
１
月
）

の
時
か
ら
だ
ろ
う
。

あ
の
時
、

総
理
大
臣
は
第

一
報
を
知
ら
さ

れ
て
も
当
初
の
予
定
を
変
え
ず
、

兵
庫
県
知

事
は
迎
え
の
車
を
待
っ
て
長
時
間
自
宅
に
留

ま
り
、

い
ず
れ
も

「ト
ッ
プ
の
危
機
管
理
」

の
不
備
と
し
て
批
判
を
浴
び
た
。

消
防
は
、

他
の
組
織
に
比
べ
れ
ば
良
く
対

応
し
た
方
だ
と
思
う
が
、

火
災
件
数
や
要
救

助
件
数
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
消
防
力
、

庁
舎
が
壊
れ
て
出
動
出
来
な
い
消
防
車
、

倒

壊
家
屋
に
阻
ま
れ
て
通
行
出
来
な
い
救
急
車

や
ポ
ン
プ
車
、

水
の
出
な
い
消
火
栓
…
な
ど

の
た
め
、

長
田
区
な
ど
で
大
規
模
な
市
街
地

火
災
の
拡
大
を
許
す
と
と
も
に
、

結
果
的
に

多
数
の
要
救
助
者
を
放
置
し
て
死
亡
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
な
ど
、

大
き
な
悔
い
を
残
す
こ

と
に
な
っ
た
。

消
防
庁
長
官
の
要
請
を
受
け
て
、

近
隣
消

防
も
全
国
の
消
防
機
関
も
、

続
々
と
被
災
地

に
救
援
に
向
か
っ
た
が
、

警
察
に
よ
る
交
通

規
制
が
後
手
に
ま
わ
っ
て
大
渋
滞
が
発
生
し
、

到
着
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

日
本
中
か
ら
集
ま
っ
た
応
援
部
隊
に
つ
い
て

も
、

来
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
や
複
数
県

の
協
力
に
よ
る
消
火
な
ど
の
面
で
、

運
用

も

指
揮
は
あ
ち
こ
ち
で
皿
鶴
を
来
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

国
や
都
道
府
県
、

各
災
害
対

応
機
関
の
対
応
の
ま
ず
さ
な
ど
と
合
わ
せ
、

「危
機
管
理
体
制
の
不
備
」
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

「
ア
メ
リ
カ
に
は
連
邦
危

機
管
理
庁

（Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
と
い
う
組
織
が
あ

り
、

ど
ん
な
危
機
に
対
し
て
も
即
座
に
立
ち

上
が
っ
て
被
災
地
の
支
援
を
行
う
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
」
と
報
道
さ
れ
、

国
民
は
、

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
惨
状
を
知
る
に
つ
け
、

彼
我
の
大
き
な
格
差
に
愕
然
と
し
、

や
が
て

「危
機
管
理
体
制
の
整
備
一
が
国
民
的
課
題

と
な
っ
た
。

［国
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
〕

そ
の
後
、

内
閣
官
房
に

「内
閣
危
機
管
理

監
」
が
置
か
れ
、

内
閣
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー

が
％
時
間
体
制
で
配
置
に
つ
き
（平
成
７
年
）
、

新
し
い
首
相
官
邸
の
地
下
に
は
最
新
の
情
報

機
器
を
設
置
し
た
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
設

け
ら
れ

（平
成
１４
年
）
、

首
相
官
邸
か
ら
徒

歩
２。
分
圏
内
に
危
機
管
理
宿
舎
が
整
備
さ
れ

て
危
機
管
理
対
応
要
員
を
住
ま
わ
せ
る

（平

成
１４
年
）
な
ど
、

大
地
震
だ
け
で
な
く
、

不

審
船
の
領
海
侵
犯
に
対
す
る
対
応
な
ど
も
行

え
る
よ
う
、

政
府
と
し
て
の
危
機
管
理
体
制

の
整
備
が
進
ん
だ
。

消
防
組
織
法
が
二
度
に
わ
た
り

（平
成
７

年
１０
月
及
び
平
成
１５
年
６
月
）
改
正
さ
れ
て
、

消
防
庁
長
官
が
全
国
の
消
防
機
関
の
一
部
の

部
隊
を
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
登
録
し
て

お
き
、

状
況
次
第
で
知
事
か
ら
の
要
請
が
な

く
て
も
そ
れ
ら
の
部
隊
に
出
動
要
請
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、

都
道
府
県
を
ま
た
が
る
大

規
模
災
害
や
テ
ロ
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
な
ど
の
特

殊
な
災
害
に
は
、

出
動
の

「指
示
」
も
出
来

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

緊
急
時
に
お
け
る
消

防
の
即
時
応
援
体
制
も
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ

た
。総

務
省
消
防
庁
に
も
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ

（平
成
１５
年
）
、

緊
急
消
防
援

助
隊
の
配
備
や
運
用
の
た
め
頻
繁
に
図
上
訓

練
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

相
次
ぐ
水
害
や
中

越
地
震

（平
成
１６
年
）
な
ど
で
何
度
も
実
践

を
経
験
し
て
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
習
熟

し
て
き
た
。

平
成
１７
年
度
中
に
は
、

災
害
時

の
現
地
派
遣
用
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
整
備
さ

れ
る
。

総
務
省
消
防
庁
は
、

か
つ
て
の
政
策

官
庁
か
ら
、

緊
急
時
に
は
緊
急
消
防
援
助
隊

に
対
し
て
本
格
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行

う
危
機
管
理
官
庁
へ
と
変
身
し
つ
つ
あ
る
。

〔危
機
管
理
の
時
代
の
到
来
〕

一
方
で
、

あ
の
兵
庫
県
南
部
地
震
を
皮
切

り
に
日
本
列
島
は
地
震
活
動
が
活
発
化
す
る
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フ
ェ
ー
ズ

（大
地
動
乱
の
時
代
）
に
移
行
し

て
、

震
度
６
ク
ラ
ス
以
上
の
地
震
が
各
地
で

多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

首
都
直
下
の
地

震
や
東
海
地
震
の
切
迫
性
が
現
実
の
も
の
と

な
り
、

東
南
海
地
震
や
南
海
地
震
、

宮
城
県

沖
地
震
な
ど
も
高
い
確
率
で
そ
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
な
ど
、

大
震
災
の
恐
れ
が
日
本
中

を
覆
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

経
済

・
社
会
の
急
速
な
変
化
に
伴

い
、

日
本
の
安
全
を
支
え
て
き
た
日
本
型
シ

ス
テ
ム
が
変
容
し
て
、

世
界

一
安
全
な
水
準

に
抑
え
込
ん
だ
は
ず
の
大
規
模
な
産
業
災
害

が
、

再
び
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

治

安
の
悪
化
で
放
火
が
多
発
し
、

時
に
多
数
の

死
者
を
出
す
ビ
ル
火
災
に
発
展
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

北
朝
鮮
や
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
な
ど

に
よ
る
大
規
模
な
テ
ロ
災
害
の
懸
念
が
高
ま

り
、

テ
ロ
や
産
業
事
故
に
よ
る
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害

の
可
能
性
も
現
実
味
を
常
び
て
き
た
。

北
朝
鮮
の
脅
威
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

戦

後
ず
つ
と
放
置
さ
れ
て
き
た

「武
力
攻
撃
事

態
」
に
対
応
し
た
法
制
の
整
備
が
行
わ
れ

翁
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
回
の
平

和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
（
い
わ
ゆ
る

「事
態
対

処
法
じ

の
成
立
　
平
成
１５
年
６
月
）、
こ
れ

に
関
連
し
て
、

武
力
攻
撃
事
態
や
大
規
模
な

テ
ロ
な
ど
の
際
に
、

国
や
公
共
団
体
が
国
民

の
安
全
を
守
る
た
め
の
法
制

（「武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「国

民
保
護
法
制
し

の
整
備
も
行
わ
れ
た

（平

成
１６
年
６
月
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「安
全

。
安
心

な
社
会
」
の
構
築
に
向
け
て
、

危
機
管
理
体

制
の
充
実

。
強
化
は
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
に

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に

「危
機
管
理
の
時

代
」
の
到
来
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

２
　

危

機
管

理

と

消

防

［危
機
管
理
と
は
何
か
］

「危
機
管
理
」
と
い
う
言
葉
は
、

「危
機
に

際
し
て
適
切
に
対
処
す
る
」
と
い
う
程
度
の

意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

本
当
は

「危
機
に
適
切
に
対
処
出
来
る
よ
う
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
て
お
く
」
と
い
う
意
味
の
方
が

強
い
。

「あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
」
こ
と
に

は
、

大
き
く
分
け
る
と
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、

危
機
に
適
切
に
対
処
出
来
る
よ

う
な
体
制
を
準
備
す
る
こ
と
だ
。

「
１
　
危

機
管
理
の
時
代
」
で
述
べ
た

「国
の
危
機
管

理
体
制
の
整
備
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

も
う

一
つ
は
、

「危
機
」
を
適
切
に
対
処
出

来
る
よ
う
な
手
頃
な
大
き
さ
に
下
ご
し
ら
え

し
て
お
く
こ
と
だ
。

大
震
災
に
備
え
て
、

各

種
公
共
施
設
や
住
宅
な
ど
の
耐
震
性
能
を
向

上
さ
せ
て
お
く
と
か
、

大
規
模
な
市
街
地
火

災
に
備
え
て
焼
け
止
ま
り
の
た
め
の
防
火
帯

や
防
御
壁
と
な
る
耐
火
建
築
物
群
を
整
備
す

る
と
か
、

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
大
規
模

な
危
険
施
設
と
人
家
と
を
緑
地
で
隔
て
て
お

く
こ
と
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

お
な
じ
み

の
言
葉
で
言
え
ば

「災
害
の
予
防
」
と
い
う

こ
と
だ
。

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
、

消
防
と
の
関
わ
り

を
考
え
て
み
よ
う
。

●
　
消
防
の
体
制
整
備

［消
防
力
の
整
備
〕

戦
後
、

近
代
消
防
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

暫
く
の
間
、

消
防
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

市
街
地
大
火
の
防
止
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、

手
押
し
ポ
ン
プ

（腕
用
ポ
ン
プ
）
中
心
の
貧

弱
な
消
防
装
備
を
強
化

・
増
強
し
、

消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
１２
年
間
で
倍
増

（昭
和
２４
年

７
、
３
５
８
台
↓
昭
和
３５
年
１
万
４
、
６
７

７
台
）
す
る
な
ど
し
て
、

市
街
地
大
火
を
撲

減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

市
街
地
大
火
が
あ
ま
り
起
こ
ら
な
く
な
っ

て
来
た
昭
和
３０
年
代
後
半
に
な
る
と
、

建
築

基
準
法
が
改
正
さ
れ
て
高
層
建
築
物
の
建
設

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

都
市
化
が
進

展
し
て
大
小
様
々
な
ビ
ル
が
多
数
建
設
さ
れ

る
よ
う
に
な
つ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、

多
数
の

死
者
を
伴
う
ビ
ル
火
災
が
多
発
す
る
よ
う
に

な
り
、

消
防
は
、

ビ
ル
火
災
に
対
す
る
消
防

戦
術
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

ビ
ル
火
災
に

対
応
す
る
は
し
ご
車
や
空
気
呼
吸
器
な
ど
の

各
種
装
備
の
増
強
に
努
め
た
。

ま
た
、

高
度
経
清
成
長
と
と
も
に
、

臨
海

部
に
巨
大
な
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
続
々
と

建
設
さ
れ
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
以
外
で
も

至
る
と
こ
ろ
で
各
種
危
険
物
が
大
量
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
大

規
模
な
危
険
物
災
害
が
多
発
す
る
よ
う
に
な

り
、

消
防
は
化
学
車
を
増
強
し
、

大
学
で
化

学
を
専
攻
し
た
学
生
を
採
用
し
て
対
応
に
当

た
ら
せ
る
な
ど
、

対
応
体
制
を
強
化
し
た
。

［Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
へ
の
対
応
体
制
の
強
化
］

原
発
が
各
地
に
建
設
さ
れ
、

原
発
そ
の
も

の
の
事
故
に
加
え
て
核
燃
料
輸
送
車
や
使
用

済
み
核
燃
料
輸
送
車
の
事
故
等
に
よ
る
放
射

能
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

消

防
は
、

放
射
能
防
護
服
や
放
射
能
測
定
器
等

を
揃
え
る
と
と
も
に
、

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

翁
原
子
力
災
害
対
策

避
難
誘
導
等
の
た
め

の
手
引

（昭
和
５６
年
１
月
と
、

「放
射
線
施

設
等
の
消
防
活
動
の
た
め
の
手
引

（昭
和
５７

年
２
月
江

及
び

「放
射
線
物
質
輸
送
時
消

防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

（昭
和
６３
年
３
月
と
）

を
整
備
す
る
な
ど
、

対
応
体
制
を
強
化
し
た
。

放
射
能
災
害
に
対
す
る
懸
念
は
、

東
海
村

の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故

（平
成
１１
年
９
月
）

石油タンク火災の消火活動
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で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
が
、

想
定
を
超
え

た
事
態
に
対
応
が
追
い
つ
か
ず
、

そ
の
後
、

さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、

平
成
１３
年
３
月
に
は
上
記
３
つ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
が

「原
子
力
施
設
等
に
お
け
る
消
防

活
動
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
統
合

・
強

化
さ
れ
た
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

（平
成
７
年
３
月
）

は
、

世
界
で
初
め
て
の
Ｃ
テ
ロ
に
よ
る

一
般

市
民
の
大
量
殺
傷
事
件
だ

っ
た
。

基
本
的
な

装
備
や
活
動
は
産
業
施
設
に
お
け
る
劇
毒
物

事
散
と
同
様
で
あ
る
が
、

市
街
地
に
お
け
る

予
期
せ
ぬ
猛
毒
物
質
の
散
布
、

計
画
的
同
時

多
発
災
害
、

多
数
の
一
般
市
民
が
被
災
す
る

大
量
救
急
事
故
、

多
数
の
技
助
隊
員
や
救
急

隊
員
の
被
曝
な
ど
、

特
果
性
の
点
で
も
規
模

の
点
で
も
産
業
災
害
と
は
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
、

消
防
は
Ｃ
テ
ロ
災
害
の
同
時
多
発
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
、

と
い
う
大
き
な
課
題

を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
で
９

・
上
の
同
時
多

発
テ
ロ

（平
成
１３
年
９
月
）
が
発
生
し
、

そ

の
翌
年
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

開
催
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
の
懸
念
が

高
ま
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
の
経
験
を
踏
ま
え
、

国
が
陽
圧
式
化
学

防
護
服
や
携
帝
型
生
物
剤
検
知
装
置
な
ど
を

購
入
し
て
各
都
道
府
県
の
代
表
的
な
消
防
本

部
に
配
備
す
る
こ
と
と
な
り
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害

へ
の
消
防
の
対
応
体
制
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

た
。

中大
震
災
へ
の
対
応
体
制
の
強
化
］

阪
神

・
淡
路
大
震
災
は
、

庁
舎
の
耐
震
化
、

大
震
災
の
際
の
消
火
用
水
の
確
保
、

水

・
食

料
の
自
給
体
制
の
整
備
、

職
員
の
動
員
体
制

の
見
直
し
、

本
部
と
署
所
と
の
通
信
体
制
の

見
直
し
、

高
度
な
故
助
資
機
材
の
整
備
、

授

援
体
制
の
整
備
な
ど
、

大
規
模
地
震
へ
の
対

応
体
制
の
整
備
を
全
目
的
に
促
す
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、

阪
和

・
淡
路
大
震
災
は
、

全
国
の

消
防
部
隊
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
て
消
火
や

救
助

・
故
急
に
当
た
る
広
域
応
援
体
制
の
整

備
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
、

国
の
施
策
と
し
て
、

緊
急
消
防
援
助
隊
を
発

足
さ
せ

（平
成
７
年
６
月
）
、

そ
の
出
動
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

政
令
市
を

中
心
と
す
る
指
揮
支
援
部
隊
の
整
備
、

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
全
国
展
開

（平
成
７
年
３５
機
↓

平
成
１７
年
現
在
６９
機
）
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
テ

レ
ビ
の
増
強
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、

消
防
無
線
に
よ
る
通
信
体
制
と
幅
接

回
避
の
仕
組
み
の
整
備
、

ホ
ー
ス
の
結
合
金

具
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
整
備
、

派
遣
部
隊
が

水
　
食
料

・
テ
ン
ト
等
を
準
備
し
給
食
車
両

な
ど
を
同
行
す
る
自
活
体
制
の
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

［国
民
保
護
法
制
と
消
防
］

最
近
で
は
、

国
民
保
護
法
制
の
施
行

（平

成
１６
年
９
月
）
に
伴
い
、

武
力
攻
撃
事
態
等

の
際
に
、

消
防
は
、

国
民
を
安
全
な
場
所
に

避
難
さ
せ
た
り
、

安
否
の
確
認
を
し
た
り
す

る
新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

国
民
保
護
法
制
に
お
け
る
消
防
の
業
務
は
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
業
務
と
内
容
的
に
は
類
似
し
て
い

る
が
、

あ
く
ま
で
も
自
治
体
が
中
心
に
な
っ

て
対
応
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
災

害
対
策
基
本
法
と
は
異
な
り
、

政
府
が
主
導

し
て
対
策
を
指
示
し
、

自
治
体
は
そ
の
指
示

に
従
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

国
民
保
護
法
制
に
関
す
る
危
機

の
場
合
は
、

そ
の
内
容
や
爾
後
の
展
開
に
つ

い
て
政
府
の
方
が
地
元
自
治
体
よ
り
も
知
り

う
る
立
場
に
あ
る
こ
と
、

危
機
の
内
容
が
爆

発
物

・
ミ
サ
イ
ル
・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
攻
撃
な
ど
、

自

然
災
害
や
産
業
災
害
と
は
異
質
で
あ
り
、

自

治
体
消
防
の
経
験
で
対
応
す
る
範
囲
を
超
え

て
い
る
こ
と
、

危
機
を
も
た
ら
す
相
手
が
意

図
的
、

計
画
的
に
国
民
に
危
害
を
加
え
よ
う

と
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
か

ら
、

政
府
が
中
心
に
な
つ
て
対
応
方
針
や
対

応
内
容
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

［今
後
の
消
防
体
制
の
整
備
の
方
向
］

以
上
の
よ
う
に
、

戦
後
発
足
し
た
自
治
体

消
防
の
体
制
は
、

経
済

「
社
会
の
変
化
や

様
々
な
災
害
の
経
験
、

時
代
の
求
め
な
ど
に

応
じ
て
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、

最

近
で
は
、

国
民
保
護
法
制
や
緊
急
消
防
援
助

隊
の
よ
う
に
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す

る
こ
と
が
法
律
上
明
記
さ
れ
た
分
野
が
登
場

し
、

新
た
な
時
代
に
入
っ
て
来
た
。

こ
の
分
野
で
消
防
が
行
う
べ
き
業
務
に
関

し
て
は
、

当
然
、

政
府
が
責
任
を
持

っ
て
対

応
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、

今
後
は
、

こ
の
種
の
災
害
に
対
応
す
る

た
め
の
特
殊
又
は
高
度
な
資
機
材
の
整
備
、

そ
れ
ら
の
資
機
材
の
使
用
方
法
や
部
隊
の
違

用
方
法
の
教
育
な
ど
は
、

国
が
中
心
に
な
っ

て
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、

国
の
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て

の
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
、

消
防
車
両
等
ヘ

の
国
の
補
助
金
は
い
ず
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
高
い
。

危
機
管
理
の
時
代
に
お

け
る
消
防
の
役
割
の
増
大
と
回
の
責
任
分
野

の
拡
大
が
、

補
助
金
が
な
く
な
る
こ
と
の
代

償
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

消
防
機
関
と
し
て
は
、

「大
規
模

な
災
害
の
際
に
は
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

派
遣

す
る
場
合
と
派
遣
を
受
け
る
場
合
の
運
用
体

緊急消防援助隊による救出訓練
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一 ‐
　
　
制
、

装
備
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

訓
練
等
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

国
民
保
護
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
具
体

的
な
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、

北

朝
鮮
の
核
実
験
な
ど
に
よ
り
半
島
情
勢
が

一

気
に
緊
迫
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

そ
れ

ぞ
れ
の
消
防
機
関
と
し
て
、

万

一
の
場
合
に

ど
の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
、

ど
の
よ
う

な
対
応
を
取
る
べ
き
か
、

な
ど
に
つ
い
て
、

国
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、

自
ら
も
真
剣
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

０
　
災
書
の
予
防
と
消
防

「災
害
の
予
防
」
の
う
ち
、

「火
災
の
予
防
」

の
分
野
に
つ
い
て
は
、

消
防
は
消
防
法
に
基

づ
き
、

防
火
管
理
規
制
や
消
防
用
設
備
規
制
、

危
険
物
規
制
や
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
規
制
な
ど
を

行
う
権
限
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
よ

う
な
規
制
が
行
わ
れ
る
以
前
に
比
べ
て
、

大

規
模
な
災
害
が
著
し
く
減
少
す
る
な
ど
、

消

防
は
極
め
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
、

地
震
災

害
、

風
水
害
、

テ
ロ
災
害
な
ど
、

火
災
以
外

の
災
害
に
つ
い
て
は
、

消
防
は

「予
防
」
の

た
め
の
法
的
権
限
を
持

っ
て
い
な
い
。

こ
れ

ら
の
災
害
を
あ
ら
か
じ
め
軽
減
す
る
措
置
に

つ
い
て
法
的
に
権
限
を
有
し
て
い
る
の
は
、

文
部
科
学
省
で
あ
り

（Ｎ
災
害
）
、

厚
生
労

働
省
で
あ
り

（Ｂ
災
害
）
、

経
済
産
業
省
で

あ
り

（
Ｃ
災
害
）
、

国
土
交
通
省
で
あ
り

（地
震

・
風
水
害
）
、

警
察
庁
で
あ
り

（テ
ロ

災
害
）
、

外
務
省
で
あ
る

（武
力
攻
撃
事
態
）。

消
防
は
、

危
険
物
規
制
と
石
油
コ
ン
ピ
ナ

ー
ト
規
制
に
よ
り
、

Ｃ
災
害
の
一
部
を
軽
減

さ
せ
る
権
限
を
有
し
て
い
る
以
外
は
、

こ
の

種
の
災
害
を
軽
減
す
る
手
段
も
権
限
も
持

っ

て
お
ら
ず
、

災
害
が
起
き
た
場
合
に
た
だ
対

応
に
当
た
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

自
ち

危
険
を
冒
し
て
災
害
対
応
を
行
う
消
防
に
と

っ
て
は
、

極
め
て
理
不
尽
な
事
態
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

危
機
管
理
の
時
代
に
お
け
る
消
防
の
課
題

と
し
て
は
、

火
災
以
外
の
災
害
に
対
し
て
消

防
が
予
防
的
権
限
を
い
か
に
し
て
獲
得
し
て

い
く
か
、

と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
か

も
知
れ
な
い
。

例
え
ば
、

消
防
法
で
事
業
所
の
管
理
権
原

者
に
防
火
管
理
責
任
を
課
し
て
い
る
の
と
同

様
の
考
え
方
で
、

消
防
が
消
防
法
に
基
づ
き
、

事
業
所
の
管
理
権
原
者
に
防
災
管
理
責
任
を

課
し
、

防
災
管
理
者
を
置
き
、

防
災
管
理
計

画
を
定
め
さ
せ
て
当
該
計
画
に
基
づ
き
防
災

管
理

（危
機
管
理
）
を
行
う
義
務
を
負
わ
せ

る
、

な
ど
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
規
制
体
系
が
実
現
す
れ
ば
、

建
築
物
の

耐
震
改
修
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
化
、

家
具

調
度
類
や
自
動
販
売
機
の
耐
震
固
定
な
ど
、

事
業
所
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
耐
震
措

置
な
ど
は
飛
躍
的
に
進
む
可
能
性
も
あ
る
。

消
防
と
し
て
は
、

「危
機
管
理
」
の

一
方

の
柱
で
あ
る

「災
害
の
予
防
」
と
い
う
分
野

で
も
主
導
権
を
と
つ
て
、

万

一
の
災
害
に
際

し
て
も
被
害
を
出
来
る
だ
け
軽
減
出
来
る
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

ヽ
つ

。
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